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１
．
ア
ジ
ア
へ
の

保
険
技
術
支
援

　（
１
）
日
本
国
際
保
険
学

校
（
Ｉ
Ｓ
Ｊ
）

　
ア
．
参
加
国
・
地
域
の
拡

大　
１
９
７
２
年
に
開
校
し
た

日
本
国
際
保
険
学
校
（Insu

ran
ce S
ch
ool (N

on
-

L
ife) of Japan

、
以
下

「
Ｉ
Ｓ
Ｊ
」
と
い
う
）
は
、

参
加
国
・
地
域
か
ら
の
評
価

と
期
待
が
高
ま
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
経
済
閣
僚
会
議
等
か
ら

参
加
枠
の
拡
大
等
を
要
請
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
１
９

８
５
年
）
。
１
９
８
６
年
度

以
降
、
参
加
地
域
を
段
階
的

に
増
や
し
て
き
た
結
果
、
16

地
域
ま
で
拡
大
し
、
卒
業
生

は
延
べ
１
９
８
６
人
に
達
し

た
（
２
０
１
６
年
）
。

　
イ
．
上
級
コ
ー
ス
の
創
設

　
保
険
審
議
会
答
申
（
１
９

８
７
年
）
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｓ

Ｊ
に
つ
い
て
、
「
今
後
と
も

参
加
国
か
ら
の
要
望
等
を
踏

ま
え
、
そ
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と

指
摘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ス
を
対
象

と
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
の
上
級
コ
ー
ス
を
創
設
し

た
（
１
９
９
１
年
）
。
上
級

コ
ー
ス
で
は
、
よ
り
高
度
な

議
論
が
行
え
る
よ
う
、
参
加

要
件
の
実
務
経
験
を
５
年
と

し
、
一
般
コ
ー
ス
よ
り
も
少

人
数
と
し
た
。

　
ウ
．
海
外
セ
ミ
ナ
ー
の
創

設　
損
害
保
険
協
会
の
理
事
会

（
１
９
９
３
年
２
月
18
日
）

に
お
い
て
、
国
際
交
流
の
推

進
の
取
り
組
み
と
し
て
、
現

地
に
講
師
を
派
遣
す
る
セ
ミ

ナ
ー
創
設
を
決
定
し
た
。

　
海
外
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
現

地
の
損
害
保
険
市
場
の
課
題

に
焦
点
を
絞
り
、
当
該
市
場

の
健
全
な
発
展
に
つ
な
が
る

よ
う
に
情
報
提
供
を
行
っ
て

き
た
。

　
エ
．
Ｉ
Ｓ
Ｊ
卒
業
生
と
の

関
係
強
化

　
Ｉ
Ｓ
Ｊ
卒
業
生
は
、
わ
が

国
損
害
保
険
業
界
の
良
き
理

解
者
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
へ
の

働
き
か
け
を
行
う
際
に
重
要

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
損
害
保

険
協
会
は
、
Ｏ
Ｂ
会
報
（
２

０
０
１
年
３
月
か
ら
年
２
回

発
行
）
送
付
、
同
窓
会
開
催

（
Ｉ
Ｓ
Ｊ
海
外
セ
ミ
ナ
ー
実

施
時
）
な
ど
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
卒
業
生
と
の
関
係
を

強
化
し
て
い
る
。

２
．国
際
関
係
強
化

　（
１
）
海
外
保
険
協
会
と

の
交
流

　
ア
．
協
力
覚
書
の
締
結

　
日
米
保
険
協
議
が
、
規
制

緩
和
・
自
由
化
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
こ
と
を
受
け
、

平
時
か
ら
海
外
の
保
険
協
会

と
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。

損
害
保
険
協
会
で
は
、
欧
米

お
よ
び
ア
ジ
ア
の
保
険
協
会

と
の
対
話
・
交
流
の
積
極
的

な
推
進
を
理
事
会
（
１
９
９

７
年
２
月
20
日
）で
決
議
し
、

役
員
の
相
互
訪
問
な
ど
に
よ

り
、
関
係
の
構
築
・
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
11
の
保
険

協
会
と
協
力
覚
書
を
締
結
し

た
（
２
０
１
６
年
現
在
）
。

　
イ
．
保
険
協
会
の
国
際
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　
１
９
９
６
年
10
月
に
保
険

監
督
者
国
際
機
構
（In

ter

n
atio
n
al A

sso
ciati

on of In
su
ran
ce S
u
p

erv
isors

）
総
会
の
会
期

に
合
わ
せ
、
国
際
保
険
協
会

会
議
（In

te
rn
atio
n
al 

M
e
e
tin
g o
f In
su
ra

n
ce A

sso
ciatio

n
s

）

の
第
１
回
会
合
が
開
催
さ

れ
、
損
害
保
険
協
会
を
含
む

15
の
協
会
（
11
か
国
）
が
参

加
し
た
。
そ
の
後
も
毎
年
１

回
（
２
０
０
９
年
以
降
は
年

２
回
）
開
催
さ
れ
、
通
商
課

題
、
保
険
監
督
規
制
、
消
費

者
対
応
、
自
然
災
害
対
応
な

ど
に
つ
い
て
意
見
・
情
報
交

換
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
国
際
保
険
協
会

会
議
は
、
意
見
発
信
・
情
報

交
換
活
動
の
強
化
、
プ
レ
ゼ

ン
ス
向
上
を
目
的
に
国
際
保

険
協
会
連
盟
（G

lobal 

F
ederation of In

su
r

an
ce A

ssociation
s

、

以
下
「
Ｇ
Ｆ
Ｉ
Ａ
」
と
い

う
）
に
改
組
さ
れ
（
２
０
１

２
年
）
、
損
害
保
険
協
会
は

設
立
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。

　
Ｇ
Ｆ
Ｉ
Ａ
に
は
、
テ
ー
マ

別
に
作
業
グ
ル
ー
プ
が
設
置

さ
れ
、
損
害
保
険
協
会
は
、

通
商
、
資
本
、
シ
ス
テ
ミ
ッ

ク
・
リ
ス
ク
、
税
制
等
の
作

業
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い

る
。
ま
た
、
損
害
保
険
協
会

職
員
が
、
Ｇ
Ｆ
Ｉ
Ａ
の
事
務

局
を
担
う
欧
州
保
険
協
会

（In
su
ra
n
c
e E
u
ro

pe

）に
出
向
し
（
２
０
１
５

年
７
月
～
２
０
１
７
年
６

月
）
、
情
報
収
集
、
人
脈
強

化
を
図
っ
た
。

　（
２
）
国
際
会
議

へ
の
参
加

　
ア
．
東
ア
ジ
ア
保

険
会
議

　
東
ア
ジ
ア
保
険
会

議
（E
ast A

sian 

In
su
ran
ce C

o

n
g
ress

、
１
９
６
２
年
設

立
）
は
、
国
際
協
力
の
促
進

と
発
展
を
目
的
と
す
る
ア
ジ

ア
最
大
の
国
際
保
険
会
議
で

あ
る
。
損
害
保
険
協
会
は
生

命
保
険
協
会
と
交
互
に
代
表

理
事
を
派
遣
し
（
１
９
８
４

年
以
降
）
、
ま
た
、
隔
年
開

催
の
大
会
に
ス
ピ
ー
カ
ー
や

モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
、

情
報
・
意
見
交
換
し
て
い
る
。

　
イ
．
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
保
険
会
議

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
以
下
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
」
と

い
う
）
域
内
の
12
の
保
険
協

会
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
保
険
会
議
（A

S
E

A
N

 In
su
ran
ce C
ou
n

cil

、
１
９
７
８
年
設
立
）

に
、
損
害
保
険
協
会
は
域
外

の
保
険
協
会
で
初
め
て
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た

（
２
０
１
３
年
）。

３
．
保
険
サ
ー
ビ

ス
貿
易
の
自
由
化

の
動
向

　（
１
）
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
ウ
ル
グ

ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
、
金
融
サ

ー
ビ
ス
交
渉

　
第
６
回
で
詳
述
し
た
と
お

り
、
関
税
お
よ
び
貿
易
に
関

す
る
一
般
協
定
ウ
ル
グ
ア
イ

・
ラ
ウ
ン
ド
を
経
て
、
世
界

貿
易
機
関（
以
下
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
」

と
い
う
）
が
設
立
さ
れ
、
サ

ー
ビ
ス
貿
易
に
関
す
る
一
般

協
定
が
施
行
さ
れ
た
（
１
９

９
５
年
１
月
）。
わ
が
国
も
、

金
融
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
い

て
、
日
米
保
険
協
議
の
１
９

９
６
年
合
意
の
内
容
を
含
む

自
由
化
を
約
束
し
た
（
１
９

９
７
年
12
月
）
。

　（
２
）
サ
ー
ビ
ス
交
渉
の

難
航
、
自
由
貿
易
協
定
・
経

済
連
携
協
定
の
推
進

　
５
年
以
内
の
開
始
が
規
定

さ
れ
て
い
た
次
期
サ
ー
ビ
ス

交
渉
に
向
け
、
損
害
保
険
協

会
は
、
大
蔵
省
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
、
一
般
社
団
法
人
日
本

経
済
団
体
連
合
会
（
以
下

「
経
団
連
」
と
い
う
）
貿
易

投
資
委
員
会
へ
の
参
加
、
各

国
保
険
協
会
と
の
情
報
交
換

な
ど
、
取
り
組
み
を
強
化
し

た
。
ま
た
、
理
事
会
（
１
９

９
９
年
11
月
18
日
）
に
お
い

て
、
市
場
ア
ク
セ
ス
や
内
国

民
待
遇
の
改
善
、
規
制
・
免

許
基
準
の
客
観
性
・
透
明
性

お
よ
び
公
平
な
競
争
条
件
の

確
保
な
ど
の
基
本
的
な
考
え

方
を
ま
と
め
た
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
次

期
サ
ー
ビ
ス
交
渉
に
向
け
て

の
提
言
」
を
決
議
し
た
。
さ

ら
に
、
欧
米
の
主
要
金
融
機

関
・
業
界
団
体
と
共
通
の
要

望
や
モ
デ
ル
約
束
表
の
作

成
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
本
部
訪
問
団
へ

の
参
加
な
ど
を
通
じ
、
情
報

入
手
、意
見
浸
透
を
図
っ
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
交
渉
は
２
０
０

０
年
に
始
ま
り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ド

ー
ハ
・
ラ
ウ
ン
ド
（
２
０
０

１
年
開
始
）
の
一
部
と
し
て

進
め
ら
れ
た
が
、
交
渉
は
停

滞
し
、
わ
が
国
を
含
む
各
国

は
二
国
間
や
地
域
の
自
由
貿

易
協
定
・
経
済
連
携
協
定
の

枠
組
み
に
軸
足
を
移
し
た
。

　
一
方
、
有
志
国
・
地
域
に

よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
に

関
す
る
新
た
な
協
定
（T

ra

de in S
erv
ices A

g
re

em
en
t

）
交
渉
が
開
始
さ

れ
た
（
２
０
１
３
年
）
。

　
損
害
保
険
協
会
は
、
各
国

の
保
険
分
野
の
通
商
障
壁
を

ま
と
め
た
リ
ス
ト
を
作
成

し
、
金
融
庁
・
外
務
省
や
経

団
連
に
提
出
し
た
。
ま
た
、

金
融
庁
が
実
施
す
る
開
発
途

上
国
の
支
援
活
動
に
協
力
し

た
。４

．
保
険
監
督
・
規

制
に
関
す
る
国
際

基
準
に
係
る
対
応

　（
１
）
保
険
監
督
者
国
際

機
構

　
保
険
監
督
者
国
際
機
構

（In
tern
ation

al A
ss

o
ciatio

n o
f In
su
ran

ce S
u
perv

isors

、
以

下
「
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
」
と
い
う
）

は
１
９
９
４
年
に
米
国
で
設

立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ス
イ

ス
（
バ
ー
ゼ
ル
）
に
拠
点
を

移
し
、
現
在
の
国
際
保
険
監

督
基
準
策
定
機
関
と
な
っ

た
。
損
害
保
険
協
会
は
、
１

９
９
６
年
以
降
、
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ

の
年
次
会
合
に
参
加
し
、
情

報
収
集
に
努
め
て
き
た
。

　
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
は
、
各
国
の
法

律
や
規
制
が
扱
う
べ
き
項
目

を
定
め
た
保
険
基
本
原
則

（In
su
ra
n
c
e C
o
re 

P
rin
ciples

）
を
制
定
し

（
１
９
９
７
年
）
、
原
則
を

補
完
す
る
基
準
や
指
針
を
策

定
し
た
。
ま
た
、
有
償
の
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
会
員
制
度
を
導

入
（
１
９
９
９
年
）
し
、
損

害
保
険
協
会
は
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
同
機
構
の
会
合
に

参
加
し
、
市
中
協
議
に
対
応

し
た
。

　
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
が
作
成
す
る
国

際
監
督
基
準
は
、
当
初
の
ハ

イ
レ
ベ
ル
で
原
則
的
な
も
の

か
ら
、
保
険
会
社
の
実
務
や

各
国
の
国
内
規
制
に
影
響
し

う
る
詳
細
な
も
の
へ
と
徐
々

に
変
化
し
た
。
ま
た
、
世
界

的
な
金
融
危
機
を
受
け
、
保

険
グ
ル
ー
プ
の
監
督
や
監
督

当
局
間
の
国
や
業
態
を
越
え

た
連
携
の
必
要
性
が
認
識
さ

れ
た
。

　
２
０
１
０
年
に
は
「
国
際

的
に
活
動
す
る
保
険
グ
ル
ー

プ
の
監
督
の
た
め
の
共
通
枠

組
み
」
（
以
下
「
コ
ム
フ
レ

ー
ム
」
と
い
う
）
の
開
発
が

発
表
さ
れ
た
。
２
０
１
４
年

か
ら
は
、
コ
ム
フ
レ
ー
ム
の

資
本
要
件
と
し
て
国
際
保
険

資
本
基
準
（In

su
ran
ce 

C
ap
ital S

tan
d
ard

、

以
下
「
Ｉ
Ｃ
Ｓ
」
と
い
う
）

の
開
発
が
本
格
化
し
た
。
Ｉ

Ｃ
Ｓ
を
巡
り
各
国
意
見
に
大

き
な
隔
た
り
が
あ
っ
た
が
、

議
論
を
重
ね
た
結
果
、
Ｉ
Ｃ

Ｓ
を
含
む
コ
ム
フ
レ
ー
ム
の

２
０
１
９
年
採
択
、
２
０
２

０
年
実
施
を
目
指
し
て
開
発

を
進
め
て
い
く
こ
と
で
合
意

さ
れ
た
（
２
０
１
５
年
）
。

　
損
害
保
険
協
会
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
ベ
ー
ス
で
一
貫
性
の

あ
る
資
本
要
件
を
求
め
る
こ

と
、
異
常
危
険
準
備
金
を
中

核
資
本
に
含
め
る
こ
と
、
自

然
災
害
リ
ス
ク
の
リ
ス
ク
量

算
出
に
お
い
て
内
部
モ
デ
ル

の
使
用
を
許
容
す
る
こ
と
な

ど
の
意
見
を
表
明
し
た
。

　（
２
）
経
済
協
力
開
発
機

構　
経
済
協
力
開
発
機
構
（
以

下
、「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
」
と
い
う
）

の
保
険
・
私
的
年
金
委
員
会

は
、
保
険
・
私
的
年
金
に
係

る
諸
課
題
の
分
析
と
情
報
交

換
、
ベ
ス
ト
･
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
の
策
定
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
損
害
保
険
協
会
は
、
日

本
政
府
代
表
の
一
員
と
し
て

同
委
員
会
に
参
加
（
１
９
９

９
年
12
月
以
降
）し
、わ
が
国

の
地
震
保
険
制
度
や
損
害
保

険
協
会
の
防
災
・
消
費
者
教

育
活
動
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
ま
た
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
開

発
途
上
国
支
援
活
動
と
し
て

防
災
等
を
テ
ー
マ
と
す
る
セ

ミ
ナ
ー
を
定
期
的
に
開
催
し

て
お
り
、
損
害
保
険
協
会

は
、
同
機
構
か
ら
の
要
請
に

応
え
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
も
行
っ
た
（
２
０
０
７

年
２
月
、２
０
０
８
年
５
月
、

２
０
０
９
年
９
月
、
２
０
１

５
年
９
月
）
。

（
お
わ
り
）

◇

　【
文
責
：
日
本
損
害
保
険

協
会
】

◇

　
特
集
「
損
保
協
会
～
１
０

０
年
の
あ
ゆ
み
～
」
は
今
回

で
終
了
で
す
。
主
に
最
近
30

年
間
に
わ
た
る
損
保
協
会
の

取
り
組
み
を
テ
ー
マ
別
に
振

り
返
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ

こ
に
あ
っ
た
の
は
、
ま
さ
し

く
現
在
ま
で
続
く
業
界
の
激

動
の
歴
史
そ
の
も
の
で
し

た
。
厳
し
い
対
応
を
迫
ら
れ

た
こ
と
も
一
度
や
二
度
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
だ

ま
だ
激
変
の
時
代
は
続
き
そ

う
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
流

れ
や
背
景
を
整
理
し
た
今
回

の
企
画
が
、
今
後
の
取
り
組

み
の
参
考
の
一
助
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。	

（
編
集
部
）

　
本
特
集
で
は
、
日
本
損
害
保
険
協
会
が
創
立
１
０
０
周
年
に
あ
た
り
刊
行
し
た

「
日
本
損
害
保
険
協
会
百
年
史
」
を
も
と
に
、
同
協
会
の
歩
み
を
紹
介
し
て
い
る
。

最
終
回
の
今
回
は
、
同
協
会
の
国
際
対
応
を
振
り
返
る
。

損保協会作成の記念ロゴ

ISJ 参加国・地域の拡大
1972年：バンコク、香港、ジャカルタ、マニラ、南ベトナム
1973年：クアラルンプール、シンガポール
1978年：ソウル
1986年：バンダルスリブガワン
1988年：マカオ
1989年：北京、台北
1994年：ハノイ
1996年：ヤンゴン
1999年：プノンペン
2007年：ウランバートル
2016年：ビエンチャン（一般コースのみ） 

（注）南ベトナムは1973年まで参加。1994年以降はハノイとして参加。

協力覚書を締結した保険協会
1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.

フランス保険協会
英国保険協会
ドイツ保険協会
中国保険行業協会
米国保険協会
韓国損害保険協会
インド損害保険協会
ベトナム保険協会
インドネシア損害保険協会
モンゴル保険協会
マレーシア損害保険協会

1997年10月締結
2001年4月締結
2001年5月締結
2003年5月締結
2003年6月締結
2003年11月締結
2007年3月締結
2009年9月締結
2010年1月締結
2010年12月締結
2011年1月締結

特
集
　 

損
保
協
会  

～
１
０
０
年
の
あ
ゆ
み
～

損
保
協
会
の
国
際
対
応
【第19回】

（最終回）


